






3 センターからのお知らせ

( 1 )企画展のお知らせ

「生物多様性つてなんだ!っ」

今年は国際生物多様性年であり、 10月には愛知県名古屋市で生物多様性条約第10回締約国会議が開催されるほか生物多

様性保全のさまざまな取組が行われます。これにあわせて環境研究センターでも生物多様性の企画展を開催いたします。

開催日 :7月23日(金) ~10 月 29 日(金) (土日祝日休館、 8月21日(土)については開館いたします。)

開催場所.環境研究センタ一学習施設

概要 :ナガサキアゲハ、ク口コノマチョウ、ジャノメチョウなどの標本展示、生物の写真パネル展示など

対象:子ども~一般

(2 )公開講座のお知らせ ご希望の方は、下記学習施設までお申し込み下さい。(メール、 FAX、電話いずれでも可)

①8月21日(土) 13: 30 ~ 16 : 30 (予定) i親子リサイクル工作教室」

ベットボトル口ケット、万華鏡など、いろいろなおもちゃ作りにチャレンジします。

会場環境研究センタ←新館

募集人員 :100名(保護者と一緒にお申し込み下さい。) (申込先着順)

②8月28日(土)9: 30 ~ '7 : 30 (予定) iパスを利用した地質環境学習j

九十九里方面をパスで回り、地質環境の学習をします。

集合解散.環境研究センタ一稲毛地区

募集人員 :45名(申込先着順)

(3 )環境学習への講師派遣

環境研究センターでは、皆犠の要望に応じて、施設見学、学習会等の開催を行っております。また、学校、地域での環

境学習へ、ご要望に応じて講師を派遣しております。ご希望の方は、 下記学習施設までご連絡下さい。なお、全てのご要

望に応えられない場合もあることをあらかじめご承知おき下さい。

講師派遣等を行っている講座(主なタイトル) 内容についてはお問い合わせ下さい。

地球温暖化について |大気汚染について |水質汚濁について |ゴミ問題について

地下水汚染について |地震、液状化問題について |騒音問題について |化学物質について

編集後記

今回は、普段、私たちが何気なく利用している化学物質の実態について、有機フッ素化合物を例にして.紹介いた

しました。便利で安全と思われていた物質が、後で毒性が認められることは良くあることです。環境研究センターで

は、このような物質について調査を行い、県民の)j々 にお知らせして行きたいと考えています。なお、環境に関する

ご質問、センター宛のご意見、ご要望については下記のメールアドレス、電話、 FAXでお受けしております。(電

子メールについては、送信途中において悪意のある第三者による盗聴等の可能性も指摘されていますのでご留意くだ

さい。)

市原地区

市原市岩崎西1-8-8

大気・騒音関係:

04:36-21-6:371 
廃棄物・化学物質関係.

0436-23-7777 
・内房線五井駅より徒歩30分
.パス
五井駅西日3番乗場姉ヶ崎
曲一u行き
吹上通り角下ホ

徒歩約10分
パスの本数が少ないのでご

注意下さい。
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学習施設電話0436-24-5309FAX. 0436-21-6810 
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